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1．はじめに

　隕石学会は 1933 年 8月に アメ リカ の シ カ ゴ で発

足 して 以来 ， 今年で 62 年目を迎 える国際的な研究

者組織で ある，設立集会に参集した人数が わずか

15人であっ た学会もい まや 1000人を擁する会に ま

で成長し ， 依然アメ リカ中心 の組織であることは

否め ない まで も，ヨーロ ッ パ やア ジアか らの 会員

数 も増 え，実質上 も国際学会の 色を強 く感 じさせ

る．日本人の会員数も増加 を続け，今やア メ リカ，

ドイッに次ぐ会員数を数える まで になっ た．本稿

で は国際隕石学会 の 実体 を一
人 で も多くの 惑星科

学会の 会員の方に知 っ て い ただくべ く，そ の概要

や最近の動向を記 した．

2．会の沿革

　隕石学会は 1933年 8月21，22 日に シ カ ゴ の ブ イ

ール ド自然博物館で F爬 dehck　C．　Leonardを中心に

結成 された．初代会長にはLconard自身，　Secretary−

Treasurerに は Harvey　H ．　Niningerがそれぞれ就任

し た．当時 Leonard は UCLA の 天文学の 教授を し

て お り，
Nininger は在野 の 隕石研究家 ・収集家で

デ ン バ ー
に居 を構 えて い た，ロ ス ア ン ジ ェ ル ス で

もデ ン バ ーで もな く，
．シ カ ゴ で 設立集会 を開い た

の は
， 当時 ，

シカ ゴの フ ィ
ール ド博物館の地質学

の キ ュ レ
ー

タを して い た Oliver　C．　Farringtonの呼

びかけに よる とこ ろが大きかっ た．Farringtonは

1915年に
”Meteorites； their　Structure，　Composition

and 　Terrestrial　Relations” と題する著書 を完成 させ

た．こ れは ア メ リカ で こ の分野の 学術 的な書籍 と

して は初めて の もの で あ っ たが，出版社が見 つ か

らず ， 結局自費出版を行 っ て 興味を抱 きそ うな入

に贈呈 した．Far了ingtonは こ の ように隕石研究の分

野で 当時 ， 最 も優れた研究者として 知 られて い た

が，残念なが ら設立集会には病い の ために出席で

きず，数ヵ月後にな くな っ た，設立集会にお い て，

FarTingtonは名誉会長に選ばれ た．当初の会の名称

は
「The 　S  iety　for　Research　on 　Meteorites”と決め

られた．Leonardは ”Research「「 とい う単語に こだわ

っ た と伝 えられ て る．こ れ は，当時，隕石 が 研 究

対象 となる とい う認識が い か に
一

般常識か らかけ

離れて い たかを物語 るもの で ある．Leonardは新 し

く設立 された学会が趣味の集団で はない とい うこ

とを会の 名称に盛 り込み たか っ たのであろ う．設

立集会に参加した会員は 15名であっ たが，Leonald

は積極的に会員獲得活動 を行い
，

1933 年 9 月 1 日

現在で会員数は 57名に達した．

　 隕 石 学会 の 年 会 は 初 期 の 頃 は American

Ass  iation　for　the　Advancement　of 　Science（AAAS ）

と
一

緒 に開催 され る こ とが多かっ た．1935年に は

AAAS の 正式なメ ン バ ー
（Associate　member ）とな

っ た．1937年に会長以下 の役員の初め て の変更が

あ り，Harvey　H ．　Niningerが 2代目の 会長に就任し

た．こ の 時の 会員数は 105名に達 し，ア メ リカ を

含めて 11の 国に及んでい る．当時すでに国際的な

学会として の 様相を帯び て い た点が興味深 い ．そ
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の専門領域 も天文 ， 化学，物理，数学，岩石鉱 物

学等，広 い 範囲に渡っ て お り， その傾向は現在 の

会員構成に引き継がれて い る点も注目され る．ま

た当時は 13もの 小委員会が設置され
，

かな り広範

囲に渡っ て隕石学会，及 び隕石学を整備 しようと

の 熱意が うかがわれ る，歴代 の会長名を表 1に示

す．

　1946 年に隕石学会の名称が従来の
1「The　Society

fer　Research　on 　Meteorites”か ら ， 現在の
”The

Meteoritical　Societジに変更された．さ らに，隕石

学会設立前か らあっ た Thre　Ainerican　Meteor　Society

が隕石学会に合併吸収され
， 隕石学会内に Meteor

Sectionがで きた．戦争の 影響は会の メ ンバ ーに も

陰を落と し，1940年に 14 ヶ 国，133入で あっ た会

恥 ble　1．　Presidents　of 　The 　Meteoritical　Socie

員数は，新 しく21 人が加 わ っ た に もか か わ らず，

8 ヶ 国，110人 に減少した．

　その 後会員数は徐々 に増加 し
，

正966年 には 216

入に達 した．当時は ア ポ ロ 計画が具体化 し，惑星

科学者が大い に興奮 して い た時代であっ た．それ

に相応 して ，
こ の 頃，学会内部で 隕石学会の 将来

をどの様に方向づけ るか に つ い て かな りの 議論が

な された．特 に，惑星科学者との 連携をどの様 に

は か る か と い う点に 焦点が 当て られた ．例 えば

AGU の 中｝：　Planetology　Sectionをもうけ ，
そ こ に

移行する可能性 ， 隕石学会を惑星 地質学者も取り

込め るように拡大しなが ら変革する案 ， その ため

の 名称変更の是非，等々 が真剣に議論され た．そ

の結論は現在の隕石学会の姿が示すとお り， 名称

Term President Affiliation

1933− 1937

1937 − 1941

1941−1946

1946−1950

1950− 1954

1954 − 1958

1958− 1962

1962− 1966

1967 − 1968

1969− 1970

1971− 1972

1973− 1974

1975− 1976

1977− 1978

1979− 1980

1981− 1982

1983 ，1984

1985− 1986

1987− 1988

1989− 1990

1991− 1992

1993 − 1994

1995− 1996

Frederick　C．Leonard

Harvey 　H ．　Nininger

Lincoln　LaPaz

Arthur　S．　King

Lionel　F　Brady

D ．　Moreau 　Barringer
，
　J匚

John　A．　Russell

Peter　M ，　Millman

Car且cton 　B．　Moore

K艮aus 　Keil

John　A ．　Wood

Robin　Brett

Ursula　B．　Marvin

Paul　Pellas

John　T．　Wasson

Vagn　E　Buchwald

George　W ．　W 紬 eriIl

Poter　Eberhardt

Gerald　J，　Wasserburg

S．Ross　Taylor

Edward　Anders

Heindch 　Wlmke

Harry　Y．　McSween

Univ．　of　California，
　Los　Angeles

Colorado　Mus ．　Nat．　Hisし，　Colorado

Ohio　S1aIe　Univ．， Columbus

Mount　Wilson　Obs．，　Pasadena

Mus．　of　No 曲 ，　Ariz．，　Flagstaff

Barringer　Crater　Co．，　Philadelphia

Univ．　of　Sou↓hern　Calif，Los　Angeles

Nat．　Res，　Coun．，　Ottawa，　Ont，，　Canada

Adz ．　StaIe　Univ，，　Tempe

Univ．　of 　New 　Mexico，
　Albuquerque

Smithsonian　Astrophys．　Obs．， Cambridge

NASAJohnson 　Space　Center，　Houston

Cen ．　Astlophysics，　Cambridge

Mus．　d’Hist．　Naturelle，　Paris，　France

Univ．　of 　California，　Los　Angeles

Tech．　Univ．　of　Denmark，　Lyngby

Depし of　Terr．　Mag ．，Washington，　D．C ．

Univ．　Bern，　SwiIzerland

Calif．　Inst　of　Tbchno璽ogy ，　Pasadena

Australian　NaしUniv，，Canberra

Bem ，　Switzerland

Max −Pianck−Inst．　fur　Cheln．，　Mainz

Uniy．　OfTenneSSee ，　Knoxville
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の変更は な され なか っ た が ， 会の 守備範囲をよ り

広い 領域に拡大する方向に進んだ．

　1969年は隕石学会にと っ て，また隕石学会員に

と っ て 記念すべ き年 とな っ た． こ の 年の 2月に

Allende隕石，9 月に Murchison 隕石が 落下 した．

この 間，7 月には ア ポ ロ ll号が 月か ら帰還 し， 月

の 岩石試料を地球に持ち帰る こ とに成功 した．さ

らに 12月に は 日本の南極観測隊力喃 極大陸の大和

山脈の 裸氷帯 の 上 に 9 個 の 隕石を偶然見 つ けた、

これがその後の南極大陸に お ける隕石 の組織的な

収集の きっ か けとな っ たこ とは良く知られ て い る

事実であ る．

　その 後 ，
ア メ リ カ ば か りで な く，主 として ヨ

ー

ロ ッ パ か らの会員が増加する に つ れ．て AAAS との

関係 を議論する機運が生じた．そ して，1976年に

最終的に AAAS との つ なが りを断つ 決議がな され

た，こ れはひ とえに隕石学会が国際学会として の

様相 をます ます色濃 く帯 び て きたため で ある．

1987 年に は
， 反対に ほ か の 研究者集団との 連帯に

つ い て か な り具体的な話 し合 い がな さ れ た ．ア メ

リ カ 天文学会 （AAS ）の惑星科学部門 （Division　 of

Planetary　Science）が親学会を離れ
， 隕石学会 と合

流する とい う可能性であっ たが，種 々 の議論の末

に結局こ の案 もまとまらなか っ た．しか しこの話

し合い は無駄で はな く， 例 えば ヒ ュ
ー

ス トン の 月

惑星科学会議などの よ うな機会に 合同 の シ ン ポジ

ウ ム を開催する な どの効果を生ん で い る．

　隕石学会で は，過去数十年 に渡 っ て
， 例えば国

際天 文 連 合 （IAU ）や 国際 純正 応 用 化 学連合

（IUPAC ）などの既存の 国際的な学会連合に入る べ

きか否か に つ い て議論 されて きた．1991年にそ の

議 論 に 終止符 を打 ち ， 国 際 地 質 科 学 連 合

（lntematinal　Union　of　Geo 匪ogical　Sciences，　 IUGS ）

に入会を申請し，翌 1992年の 京都に おける万国地

質会議 （IGC ）の開催中に行われ たIUGS の 評議会

で 了承 された．

35

3．蜘 r幗

（1）Society　Joumal

　学会活動の大 きな
一

つ の柱である出版物の 発行

に 関し て も初代会長で あ っ た Leonard の 功績 は大

きい ．彼 は月刊雑誌で ある
’IPopular

　Astronomジ

（ミ ネ ソ タ州 Carleton　C 。11egeの DoOdscll 天文台発

行）に
”Meteor　and 　Meteorites”と名付 けたセ ッ シ

ョ ン を数 ペ ージ の枠で執筆させて もらえる ようと

りつ けた．さらに ， 毎年 1月号に前年の 12 ヶ 月分

をまとめ て リプリン トとして 印刷 し， Connibutions

of 　the　S  iety　for　Research　on 　Meteo撤 es （CSRM ＞

として 会員や博物館に 配布した．Leonardは以後，

通算 25年間に渡 っ て こ の編集者としての仕事を続

けた．こ の Contributi。ns は年毎に大 きくなり， 年

次集会 をは じめ とする 会 の活動報告に加えて種 々

の研究論文も掲載され
，

たぶ ん に学術的にな っ た．

1946年， 会の 名称が The　Meteoritical　Societyに変

更 された の に伴 っ て Popular　Astronomy 誌上に掲

載 され て い た Contributionsも Contributions　of 　The

Meteoritical　Society（CMS ）に名称変更された．

　1951年 Popular　Astronomy が廃刊にな っ た の を

うけて
， 翌 1952 年の ア ル バ カーキで 開催された隕

石学会の 評議会の 席上で ，季刊の新 しい 雑誌を出

版する こ とが 決ま っ た．誌名 をMeteoritics ，　the

J。umal 　of 　［llre　Meteoritical　SoCiety　and 　of　the　lnstitute

of　Meteoritics　of　the　University　of　New 　Mexico と

し， 1953年始めに第 1号が発行された．この 誌名

にある研究所は 1941 年か らLeonard が その 必要性

を説 い て い た もの で ， 1952 年 に完 成 した ．

Meteoriticsはその後，1956隼の Vol．1，　 No．4 を

最後に
一

時出版が 途絶 え，1963 年に Barr 置nger

Crater　Company の財政的援助を受けて Vol．2，　 No．1

と して 復刊 した ．時の 編 集長 は 長年 Sky ＆

Telescope誌の 副編集長を して い た Donit 　Hoffleit

で あ っ た．こ の 号は 1960 年 に 亡 くな っ た F．C，

N 工工
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Leonard に捧 げられた．

　 1966年か ら 67年にかけて，Meteoriticsの将来に

つ い て 廃刊 の 可能性 も含めてか な りの 議論が な さ

れた．問題 点は支出 とそ の価値の バ ラ ン ス に集約

され る もの で あっ た が ， 結局存続させ る方向で 結

論が得 られた．1968年に は Carleton　B．　Mooreが編

集長に任ぜ られ
， 編集室をア リゾナ の テ ン ピに移

した．彼は 1969年に Meteoritics　Vol．4 の No．3 と

No．4 を発行し，以後毎年 4冊ずつ 発行 した．さら

に Moore は紙面の刷新 を図るべ く，体裁から掲載

される論文の 質の 向上 まで種 々 の 配慮を行 っ た．

年会の要旨をMeteoriticsに掲載する方針 もさん ざ

ん議論 され たが，結局毎年の最終号に掲載するこ

と に決 ま り， その形式は 1969 年以降現在 まで踏襲

され て い る．財政的には無駄との指摘は あるもの

の
，

そ の 時々 の新 しい 研究動向を知る資料と な り，

さらに は過去 の 隕石学 の 流れ をた どるこ とが で き

る貴重な資料 となっ て い る点も見逃せ ない 事実で

ある．Moore の努力の 甲斐が あ っ て
，
1984年に は

Meteoriticsが Citation　Index　Impact　Award を獲得

する こ と とな っ た．この こ とは惑星科学 の分野に

お い て ，同誌が重要な位置を占め る に至 っ た こ と

を示すもの である．

　その 後 もMeteoriticsを よ り質の高 い 雑誌 とする

努力が続けられ た．その結果，1987年に編集体制

を
一
新する こ とにな り，新 しい 編集者に UCLA の

John　A．　Wasson が任命され ，
　 Moore の 18年に及ぶ

’

編集者 としての奉仕 は終了する こ とにな っ た，新

しい Meteoriticsは従来の大 きさ，デザイン を一
新

し，内容的に も種々 の 工夫が なされたが
， なかで

も論文の質を高める こ とに最大 の 努力が払われた．

そ の結果，Meteoriticsは 1984年か ら 1990年 まで

の統計で
， 地球科学関連の 42 （！）の雑誌の うち

，
4

番目に高い 被引用率を記録した．こ れ は，第6位

の Ge   himica　et　Cosmochimica　Acta，7 位の Earth

and 　Planetary　Science　Lettersをしの ぐものであっ

日本惑星科学会誌 Vel．4　No．1，1995

た．

　Meteoriticsの 編集は 1992年か らは ア
ーカ ン ソ

ー

大学の Derek　W ．G ．　Searsがその 責務を果た し て い

る．彼は基本的に は Wasson の 編集方針を踏襲 しな

が らも種 々 の 工夫 を凝 ら した．各号 に掲載 され る

レヴュ
ー論文はその中で も非常に好評で ， 高い 引

用率 を記録 して い る．さらに，従来は年会の 発表

論文の 要旨をその 年の最終号に掲載 して い た もの

を， あらた に 1巻追加 して年会時に間に合 うよ う

に印刷 ・出版した．さらに，1994年か らは隔月刊

の 年 6冊の発行に入 っ た。こ れ は
，

こ こ数年投稿

論文数が急激に増加して い るためで，現在の 予算

との 関係で年6冊がぎりぎりの とこ ろ で あるが ， 将

来的 に は そ の数 を増や すこ とも考えられ て い る ，

その場合 ， 雑誌購入代金 を年会費と切 り離して徴

収する案 も議論される ことに なろ う．

（2）Ge  himica　et　Cosm   himica　Acta

　 1969年 ，
Edwad 　Anders は隕石学会が地球化学

会 （The　Ge  hemical　S  ieIy）と共に Ge   歴imica　et

Cosmochimica　Acta （GCA ）誌の co −sponsor となる

可能性 を探り，その結果翌 1970年の Vol．34
，
　 No．1

か らGCA の 表紙に
”Journal　of　The　Ge   hemica畳

Society　and 　The 　Meteoritical　Society”と印刷 される

こ と と な っ た ．ま た ，購読料 に つ い て も Thc

Ge  hemical　S  ietyの会員 と同様の割引率が適用

される こ とに合意された．Ande！s は GCA の質を向

上 させ る ため に も多くの貢献をした．例 えば，1970

年代は じめ に は GCA に投稿された論文が印刷 ・出

版まで に時間がか か りす ぎる点を指摘 し， 学会 を

代表して こ れ を短縮するため の 交渉を行っ た，一

方，評議会は当時 の GCA 編集長 の Denis 　M 。　Shaw

を評議会に 出席する よ う招待する決議 を した ．

Shaw の任期は 1987 年 まで 続い た が ，
こ の 間の 隕

石学会 とGCA の 関係 はすこぶ る良好なもの であっ

た ．

　Shaw の 退任後 ， 編集長に はオハ イ オ州立大の

N 工工
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Gun 晦r　Fau   が選ばれた．　 Faure と隕石学会 との距

離は Shaw と隕石学会との 距離に比べ て遥かにとい

っ て よ い ほ ど遠 く， 従来の 良好な 関係は望め な く

なる要素はあ っ た．ちょ うど契約更新の 時期に当

た り， 新 しい 契約が従来 よ りも出版社 （Pergamon

Press）主導で の 発行 となる要素を強 く持つ もの で

あっ た．これ を検討する出版委員会で大きな不満

が生 じ
， さらに 隕石学会と地球化学会の委員の 間

で も意見の対立が生 じ
， 契約更新は ス ム

ーズ に こ

とが運ば なか っ た ．こ の 間 Pergamon 　Pressが

Elsevier　Publishing　Companyに買収 され る とい う

事態も生 じたが，契約更新に伴 うぎくしゃ くした

関係 は好転 しなかっ た．種々 の 議論を経て ，両学

会 とも 1995年の契約終了時 までは GCA の協賛学

会 となる こ とを取 り決め，それ以降は 白紙 とする

ことを決議 した。おそ らく，今後GCA は商業誌的

色彩をよ り濃くしなが ら発行 されるこ とに なる も

の と思われ る，隕石学会が今後新しい 雑誌を発行

する の か
， ある い は Meteoriticsに一

本化する の か

に つ い ては今後の 検討課題 となろ う．

4．　AnnUl　meeting

　第 1回目の 年会は 15人の 参加者を得 ，
1933 年 ，

シ カ ゴ の フ ィ
ール ド博物館で行わ れ た．こ れ はす

で に記 した とお り隕石学会の設立総会で あっ た．

初期の 頃の 年会は AAAS と共催で行われる こ とが

多く， 隕石学会員 としての年会参加者数はかな り

少なか っ た．1937年の第 5回年会はデ ン バ ーで行

われ，27 人の会員が参加 し，ア メ リ カ以外の 国か

らの 分 も含め て 23 の論文の発表が あっ た．

　戦後始めての 年会は 1946年 9月にア リゾナの フ

ラ グス タ ッ フ で 開催された．26人の 会員の 参加が

あり，
24 の 論文 （うち2件 はタイ トル の み）が発

表 された．その後 1956年 ，
イ ン デ ィア ナ州ブル ー

ミン トン の イ ン デ ィ ア ナ大学で 開催 された第 19年

会の ように参加者 7人 とい う会 もあっ たと記録さ

37

れ て い るが，おおむね会の 規模 は年と共に大 きく

なっ た．特に
，
1966年，ワ シ ン トン D．　C．の ス ミ ソ

ニ ア ン博物館で 開催 さ れ た第29 年会は大変盛況

で，117人の参加者 と72 件の 発表を記録 した．

　1971年 の年会 は西 ドイ ツ （当時）の チ ュ
ービ ン

ゲ ン で開催 された．これは ア メ リカ以外の 地で 開

催された初めて の年会で あっ た．参加者数は 155

人に及び
， ゲス ト参加者 も46人を数え，

こ れ まで

の 記録を更新する こ ととな っ た．こ の 年以降 ，

1989年の ウ ィ
ーン大学で 開催され た第 52年会ま

で
，

ア メ リカ とヨ ーロ ッ パ で交互に開催された．

　 1990年の 第 53年会はオース トラリア の パ ース で

開催 された．こ の 会がア メ リ カ とヨ ー
ロ ッ パ 以外

で開催された初め て の 年会であっ た．米 ・欧以外

で 開催する こ とに つ い ては賛否両論があ り，旅費

がかか るために参加者が減少する とい うの が最大

の 問題点 として 指摘 された．事実，参加登録者数

は 247人 と，前年の ウ ィ
ーン が 450 人，翌年の カ

リ フ ォ ル ニ ア州 ，
モ ン トレ ーが 380人で あっ た の

に 比 べ て大幅に減少した．パ ー
ス の開催を契機に

今後も米 ・欧以外で年会を開催することは会の 方

針 として決ま っ たが
， その 間隔は 7 年か ら 10年 く

らい を
一
応の 目安とするこ とに なっ た．こ れ まで

の 年会開催地 の
一覧を表 2 に示す．

　今後の 開催地 として は現時点で
，

1995 年の ワ シ

ン トン （U ．S．A ．〉，1996年 の ベ ル リ ン （ドイ ッ），

1997年の ハ ワ イ （U ．S．A ．）まで決定されて い る．

隕石学会開催地の決定は評議会で なされ るが ， そ

こ に至 るまでに
一定の手続 きが とられる．まず，開

催希望地か ら会長 （ある い は評議会）宛に開催を

希望する旨，書面で意志表示を行う．この点が 日

本の学会や討論会の開催地決定の プロ セ ス と異な

る とこ ろである．こ の 書面は簡単な意志表示の こ

ともあればか な り具体的な招待状の こ ともある．

評議会で審議 されるときに はかなり具体的な青写

真の 提出を求め られる．そこ に は
， 例えば開催予
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Table 　2．　Annual 　rnce 餔ngs 　of 　th¢ Meteorittca｝Soclgty（induding　plans　for　1995　and 吐h¢ rea 髄er ）

193319341935

1937193819391941

9　 1946

101947n

　1948121949

1950195119521953

i7　1954181955191956

201957

211958

221959

231960

241961

251962

261963

27　1964

281965

291966
301967

Field　Mus ．　of　Naし Hisし，　Chicago
Univ．　of　Cal孟£ ，　Berkeley

Univ．　of 　Minnesota，　Minneapolis

Univ．　of 　Calif．，　Los　Angels

Colorado 　Mus ．．of 　NaI．　Hist．
，
　Denver

The　MoSque
，
　Richmond，　Va．

Ohio　State　Univ．，　Colu皿 bus

Mus ．　of 　Northern　Ariz．，　Flagstaff

Ariz．　State　College，　Fragstaff

U ．S．　Grant　Hotel，　San　Diego

Univ．　of　New 　Mexico，　A 且buque叩 e

Univ．　of　Southern　Calif．，　Los　Angeles

Mus ．　of　No曲 em 　Ariz．，　Flagstaff

Univ．　of　Southern　Calif．，　Los　Angeles

Univ．　of　New 　Mexico，　Albuqu閃 ue

Univ．　of　Penn．，　Philadelphia

Univ．　of 　Calif．，　Berkeley

Univ．　of 　New 　Mexico
，
　Albuquerque

Indiana　Univ．， Bloomington

Univ．　of　Cali五，　Los　Angels

Winslow，　Ariz．

Smithson．　Astrophys．　Obs．，　Cambridge

Univ・of　Sopthern　Calif・　Los　Angeles

Maria　Mitchell　Obs．，　Nantucket　Is．，　Mass，

New 　Mexico　Inst．　Mining ＆ Tech，，S  orro

Ottawa，　Ont．，　Canada

Ariz．　State　Uhiv．，　Tempe

（》dessa
，
　Tbx．

Smithson．　inst．，Washington，　D ．C．
NASA 　Ames 　Res ．　Ctr．，　Moffet　Field

，
　Cali£

定日時，会場，宿泊施設の情報が 盛 り込 まれ る．

審議の対象 とな る もの の うち関心の高い 事項は登

録費，宿泊費で，中で も学生用の安価な宿泊施設

が利用で きるか どうかに大 きな関心が寄せ られる．

従来の年会の登 録費が 250 ドル前後で，懇親会や

そ の他の歓迎行．事に付随する費用 を含む とい う内

196819691970

351972

361973

371974

381975

391976

401977

411978

421979

1980198119821983

Smilhson．　Astrophys．　Obs，，　Cambridge

Manned　Space　Craft　Center，　Houston

Goddard　Space　Eight　Ctr．，　Mtg．　at

Skyland，　va

Mineralogische　lnst．，　T廿bingen，　W ．

Ge   any

Univ．　of　Chicago，　Chicago

Davos，　Sw 孟tzerland

Un 孟v．　ef　Southern　CaliL，Los　Angeles

Un 孟versit6　Frangois　Rabe置ais，　Tours ，

FranceLehigh

　Univ．，　Bethlehem，　Pa．

Cambridge　Uniy．，　England

Laurentian　Uniy．，　Sudbury，　Onし，　Canada

Max −Planck　lnst．　fur　Kemphysn【，
Heidelberg，　W 　Gennany

UnivL　of　Cali£ ，San　Diego

Universitat　Be皿 ，　Switzerland

WashingIon　Univ．，　SしLouis

Max −Planck−lnst．　fur　Chemie，　Mainz，　W ，

Gemlany

Univ．　of　New 　Mexico
，　Albuquelque

Univerite　de　Bordeaux，　France

A皿 erican 　Mus ，　of　Nat，　Hist，，N ，Y

Univ．　of　Newcastle　upon 　Tyne，　U ．K．

Univ．　of　Arkansas，　Fayetteville

Universitatr∋Wien，　Austria

Perlh，　Australia

Monterey，　calif．

Univ．　of　Copenhagen，
　Denmark

vai1，　Colo．

Prague，　Czech　RepubHc

Sm瓦hson．　Insし，
　Washington

，
　D ．C

Be曲 ，　Germany
Univ．　of 　Hawaii

容は
， 最近多 く開催さ れ る一週 間程度の 国際学会

の平均か らする とか な りコ ス トパ フ ォ
ーマ ン ス の

高い もの とい えよう．学生の 参加を積極的に支援

す る とい う点で は ， 宿泊費の低廉な宿舎の確保 と

共に旅行費用 の補助 を行 うなど，特に深 い 配慮が

払われ て い る．こ の学生の旅費の補助が どの程度

篇 N 工工
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可能で あるか も， 開催地決定の際に参考 とされる．

　1998年以 降の 開催地につ い て は
， 現時点で は ま

で決め られて い ない ．現在，南ア フ リカの ヨ ハ ネ

ス バ ーグとア イル ラ ン ドの ダブ リン か ら正式な招

待状が寄せ られ て い る．ヨ ハ ネス バ ーグは米 ・欧

以外の 地 で の 2 回目の 開催として 名乗 りをあげ，
ダ

ブ リン は ハ ワ イ （U ．S．A ．）の 後 を受けの ヨーロ ッ パ

の開催 とい うこ とに なる．1994年の プラハ で の 年

会の 際の 評議会で両地 で の 開催 につ い て
， かな り

詳細な説明が な された．特に ヨ ハ ネス バ ー
グで開

催 を希望する グ ル ープ の熱意は大変な もの で，か

な り豪華な観光用印刷物を配布し
，

ス ライドを用

い て の 説明は準備周到な もの で あっ た ，一方，ダ

ブリ ン の側は従来通 りの もの で ，必 要最 低限 の 情

報 を もとに簡に して要を得た招待演説 を行 っ た．

1998年の 開催地が どこになるかは，本年の 3月，

ヒ ュ
ー

ス トン で開催される第26回月惑星科学会議

（LPSC ）の前 日に開かれる隕石学会の評議会で決定

される予定であ る．なお，ヨ ハ ネス バ ー
グ，ダブ

リン の 両地 で の 開催 に関して各会員に意向を尋ね

るべ く， 過 日， 隕石学会か らア ン ケ ートが郵送さ

れた．こ れ は異例の こ とで
，

一つ に は ヨ ハ ネス バ

ー
グが地域的に か なり異色の地で あ り，どの 程度

の参加が見込まれ るの かを把握 したい ため で あり，

また米 ・欧以外で の 開催 をどの程度会員が支持す

るか を知りたい との意向の ため で ある．最終決定

権は評議会が持 つ の で
，

ア ン ケ
ー

ト結果はあ くま

で も参考資料として取り扱われる もの で ある ．

　 と こ ろ で
，
1998 年か ら2  年に かけて 日本で隕

石学会を開催 し よ うとの 機運が
一部の会員の 中に

高まり，か な り具体的に動き出 しつ つ ある ．こ れ

は神戸大学の 中村昇教授 を中心 とするグル
ー

プに

よる もので，当初，上記の ヨ ハ ネス バ ーグやダブ

リ ン と競合する形で 名乗 り出るように検討された．

それは
， もし1998 年に ヨ ハ ネス バ ー

グで年会が開

催され る こ とが決定され ると，次の 米 ・欧以外の
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地 で の 開催 は それか らさらに 7年 か ら 10 年後と な

るか らであ る．今 まで も， 会員数か ら考 えれ ば 日

本で開催する の は当然で
， ある意味で義務で ある

との 意見が 国内外の会員の 間に非公式に囁かれて

い た．そ こ で神戸大の 中村氏が名乗 りをあげる こ

とにな っ た の で ある が ， 結果 として タ ッ チ の差で

上記の 2地に遅れる こ とに なっ た．しか し，神戸

で の 開催に関する意思表明は評議会で は受理 され

て お り，今後評議会で そ の 開催に 関 して 議論 され

る予定である．その場合 ，
ヨ ハ ネス バ ー

グで の 開

催が ある の か
，

な い の かが かな り大 きく影響する

ことになる し，その前に ヨ ハ ネス バ ーグで の 開催

をする か しない かに関する議論で も神戸の立候補

は微妙な影響を与える こ とに な る もの と思われ る．

ただ，神戸 の 開催で一つ 危惧 され る の は こ の度の

関西大震災の 影響である．お そら く1998年か ら

2  年には神戸の街は大学も含めて見事に立ち直

っ て い る もの と予想 され るが，ここ数年の 誘致に

向けて の 熱意をどの様に維持し，また表明 して い

くかが問題 で ある．周辺 の研究者の バ ッ ク ア ッ プ

が是非 とも必要とされる ところである．

5．メダル （学会賞）

　現在，隕石 学会に は レ オ ナ ル ド ・メ
．
ダル とバ リ

ン ジ ャ
ー ・メ ダル の 2 つ の メ ダ ル があ り， 毎年原

則として 1名ずつ に贈呈 され る ．選考の 手続きと

しては，まず会員か らそれぞれ の メダル 選考委員

会宛に候補者を推薦をする ．各選考委員会で は推

薦された人の 中か ら候補者を絞 り，順位 を付けて

会長に答 申する．会長は評議員会に諮 り， 授与者

を決定する，

（1）レ オナ ル ド・メ ダ ル

　F．C．　Leonardの死後，彼の未亡人や息子たちを

中心 として Leonardの 名前 を冠 した メ ダ ル を創設

する動 きが起こ っ た．少なか らぬ会員か らの賛同，

援助 も得 られ，1966年，ワ シ ン トン D ．C．のス ミ ソ
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ニ ア ン 博物館で開催 された隕石学

会第 29年会の席上で第 1回 目の レ

オナ ル ド・メ ダル の授与式が行わ

れた．授与されたの はオタワの ド

ミ ニ オ ン 観 測 所 （Dominion

Observatory）の Carlyle　S．　Beals で

あ っ た．以後， 現在ま で毎年 1名

の メ ダ リス トが選ばれ て い る．な

お，日本人で は
， 本田雅健東大名

誉教授が 1987年に こ の メ ダル を授

与され て い る．表 3 に歴代 の メ ダ

ル受賞者の
一
覧を示す．

（2）バ リン ジ ャ
ー ・メ ダル

　 1983年の マ イン ッで の第 42会年

会 の 席 で ， Barringer　 Crater

Company が バ リン ジャ
ー・メ ダル

を創設すると発表した．こ の メダ

ル は Daniel　M ．　Barringerの ク レー

タ
ー研究に おける先駆的な仕事を

顕彰する目的で創設されたもの で
，

衝突現象を科学的に解明しようと

す る 研 究者を対象に 贈 られ る ．

恥 ble　3．　 Leonard　Medalis鱈

［Ehble　4．　Barringer 　Medal鵬

Y已arAwardee YbarAwardee

1984Eugene 　M ．　Shoemaker 1990Richard 　A．　F　Grieve

1985Robe 丘 S．　Dietz 1991VMasaitis

1986Dona 且d　E．　Gaul【 1992E ，C．　T 　Chao

1987WolfJ ．　von 　Engelhardt 1993Dieter 　Stむmer

1988Michael 　R．　Dence 1994D ．W ．　Roddy

1989Virgil 　E．　Bames 1995W ，A ．　Cassidy

1984 年 に 第
一

回 目 の メ ダ ル 贈呈式が 行 わ れ
，

Eugene　M ，　Sh  ma   r に授与され た．レオ ナ ル ド ・

メ ダル 同様 ， 現在まで毎年
一

名に メ ダル が贈られ

て い る．受賞者の 一覧を表 4 に示す．

6．終わりに

　筆者は 1991年か ら 1994年まで 2期にわた っ て隕

石学会の評議員を仰せ つ か っ た．この 間で きるだ

け の努力 をした つ もりであるが，必ず しも満足の

い く活動がで きなか っ たと反省してい る．例えば，

隕石学会の年会 を日本で 開催する件に対 して も，

もう少し早 く行動をとるべ きであっ た．本稿は評

議員 として の責任を少しで も果たすこ とになれば ，

との 意図の もとに まとめたもの で ある ．内容の多

くは Ursula　B．　Marvinが 1993年に Meteori髄cs に発

表し た もの （
”The　Mcteoritical　Society： 1933　to

1993”，Meteo 而 cs　28，261−314，
1993）に よ っ て い

る．なお，1995年か らの評議員に は永原裕子 さん

（東大 ・理）が選出 され て い る，日本の隕石科学，

ひい て は惑星科学の発展の ため に ご活躍を期待す

る．
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